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第

回 

 

遺
伝
子
改
変
ブ
タ 

 
 
 

※
２
０
２
４
年
２
月
の
毎
日
新
聞
記
事
を
元
に
し
た
文
章
で
す
。 

校
閲
し
、
直
す
べ
き
と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

 

遺
伝
子
が
改
変
さ
れ
て
人
間
へ
の
移

植
用
の
臓
器
を
持
っ
た
状
態
の
子
ブ
タ

が
、
国
内
で
初
め
て
誕
生
し
た
。
種
の

壁
を
越
え
た
「
異
種
移
植
」
は
、
新
た

な
移
植
医
療
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ

る
。
今
後
、
国
内
の
研
究
施
設
や
医
療

機
関
で
サ
ル
へ
の
移
植
実
験
を
初
め
、

人
間
に
移
植
す
る
臨
床
研
究
を
２
０
２

５
年
中
に
始
め
る
こ
と
を
目
指
す
。 

 

明
治
大
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「
ポ

ル
・
メ
ド
・
テ
ッ
ク
」
（
川
崎
市
多
磨

区
）
は
、
米
バ
イ
オ
企
業
「
イ
ー
ジ
ェ

ネ
シ
ス
」
か
ら
輸
入
し
た
遺
伝
子
改
変

ブ
タ
の
細
胞
を
使
い
、
こ
の
ク
ロ
ー
ン

子
ブ
タ
を
誕
生
さ
せ
た
。 

 

種
の
壁
を
越
え
て
臓
器
を
移
植
す
る

と
、
強
い
拒
絶
反
応
が
起
き
る
。
遺
伝

子
改
変
ブ
タ
の
細
胞
は
、
こ
の
拒
絶
反

応
を
押
さ
え
る
た
め
に
、

種
類
の
関

係
遺
伝
子
が
改
変
さ
れ
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
ブ
タ
の
遺
伝
子
に
よ
る
体

へ
の
リ
ス
ク
を
除
く
た
め
、
約

カ
所

の
遺
伝
子
が
働
か
な
い
よ
う
に
操
作
さ

れ
て
い
る
。 

 

ポ
ル
社
は
、
ブ
タ
の
臓
器
を
移
植
に

使
う
上
で
特
殊
な
飼
育
施
設
や
飼
料
を

使
っ
て
い
て
、
厚
生
労
働
省
の
病
原
体

検
査
に
合
格
す
る
レ
ベ
ル
の
技
術
を
確

率
し
て
い
る
。 

 

国
内
の
大
学
や
医
療
機
関
で
作
る
研

究
チ
ー
ム
は
、
今
回
誕
生
し
た
ブ
タ
の

腎
臓
を
カ
ニ
ク
イ
ザ
ル
に
移
植
し
、
生

存
期
間
や
臓
器
が
正
常
に
機
能
す
る
か

な
ど
を
確
か
め
る
。
そ
の
後
、
人
間
に

移
植
す
る
臨
床
研
究
に
進
み
た
い
考
え

だ
。 

 

米
国
で
は

年
、
重
い
心
臓
病
の
患

者
に
今
回
と
は
異
な
る
タ
イ
プ
の
ブ
タ
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の
心
臓
が
移
植
さ
れ
、
一
時
的
に
心
機

能
の
回
復
に
成
功
し
、

年
に
も
人
間

に
移
植
さ
れ
た
。
今
回
と
同
じ
タ
イ
プ

の
ブ
タ
の
腎
臓
も
サ
ル
に
移
植
さ
れ
て

２
年
以
上
生
存
し
て
い
て
、
そ
の
事
例

が
英
科
学
誌
ネ
イ
チ
ャ
ー
に
発
表
さ
れ

て
い
る
。 

 

日
本
臓
器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
と
、

年
の
人
口
１
０
０
万
人
当
た

り
の
臓
器
提
供
者
数
は
日
本
で
０
・

人
だ
っ
た
の
に
対
し
、
米
国

・
５
人
、

英
国

・

人
、
韓
国
７
・

人
な
ど

海
外
と
比
べ
て
少
な
か
っ
た
。
一
方
、

移
植
希
望
登
録
者
は

年
１
月
末
時
点

で
腎
臓
が
１
万
４
３
４
６
人
、
心
臓
が

８
６
１
人
と
な
っ
て
お
り
、
待
機
患
者

が
多
数
に
昇
る
。 

 

異
種
移
植
は
、
慢
性
的
な
「
臓
器
不

足
」
を
解
消
さ
れ
る
と
期
待
さ
れ
る
が
、

安
全
が
保
た
れ
る
の
か
な
ど
の
懸
念
も

あ
る
。
臓
器
移
植
法
に
異
種
移
植
に
関

す
る
規
定
は
な
く
、
異
種
移
植
を
医
療

と
し
て
位
置
づ
け
る
に
は
、
ど
の
法
律

に
基
づ
い
た
手
続
き
を
進
め
る
の
か
と

い
う
課
題
も
残
っ
て
い
る
。 

 

ポ
ル
社
の
チ
ー
フ
・
サ
イ
エ
ン
テ
ィ

ス
ト
の
長
嶋
比
呂
志
・
明
治
大
教
授
（
生

殖
生
物
学
）
は
「
自
ら
開
発
し
た
ぶ
た

の
誕
生
を
目
指
し
て
き
た
が
、
ひ
と
ま

ず
米
国
か
ら
輸
入
す
る
形
を
と
っ
た
」

と
話
す
。 

 

今
回
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
日
本

が
異
種
移
植
か
ら
立
ち
遅
れ
な
い
よ
う
、

ま
ず
は
実
際
に
遺
伝
子
改
変
ブ
タ
を
誕

生
さ
せ
る
こ
と
が
、
国
内
で
の
研
究
や

社
会
的
な
議
論
、
医
療
機
関
な
ど
が
準

備
を
進
め
る
た
め
の
最
前
の
道
だ
と
考

え
た
」
と
語
っ
た
。


